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１ 市道・農道の環境整備について 

 

（１）鹿屋市内のいたるところで市道・農道脇の草が繁茂しており何とかしてほしいと

の声が多く届いている。行政で何とかできないか。 

 

（２）現在の市からの報奨金は 10ｍ当たり 250円と草刈り機の油代にも足りないと聞

くが、もっと妥当な金額にできないか。 

 

（３）高木の伐採や枝打ちなどの相談も多いが、市から所有者に呼びかけるなどの対策

はできないか。 

 

（４）条例化して所有者の協力を得ることは考えられないか。 

 

 

２ 2040年問題について 

 

（１）鹿屋市における 2040年問題、特に医療・介護・福祉分野に関してどのように考

えているのか。 

 

（２）地域の高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう、医療・介護・予防・生

活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムについてはどのような考えがあ

るのか。 

 

（３）医療分野については医師・看護師不足が取りざたされているが、具体的に対策を

考えているのか。 

 

（４）介護分野については介護士不足がいわれているが、どのような対策を考えている

のか。 

 

（５）これらの事業に対する人材確保については、若者の定住・定着はもちろん、女性

や高齢者の労働参加促進、外国人労働者の活用など考えられるが、鹿屋市としては

どのような対策を考えているか。 

 

（６）福祉分野については、増える高齢者、認知症患者の増大がいわれているが、どの

ように考えているのか。 
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（７）2040年問題を地域資源である町内会や有償ボランティアで担えるようその基盤

づくりを今からやるべきと思うがどのように考えるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


